
立
命
館
大
学
図
書
館
に
は
、
自
筆
稿
本
・
書
簡
・
旧
蔵
書
な
ど
の
山
田
美

妙
関
係
資
料
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
ら
は
、
美
妙
の
長
男
旭
彦
が

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
十
八
日
、
三
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
際
、
立

命
館
大
学
に
引
き
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
美
妙
選
集
』
（
立
命
館
出
版

部
、
昭
和
十
年
）
や
、
塩
田
良
平
『
山
田
美
妙
研
究
』
（
人
文
書
院
、
昭
和

十
三
年
）
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
十
分
な
整
理
も
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
書

庫
に
眠
っ
て
い
た
が
、
二
○
○
六
年
以
降
、
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
お
よ
び
そ

の
後
を
承
け
た
立
命
館
明
治
文
学
研
究
会
に
よ
っ
て
、
順
次
整
理
・
調
査
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
諸
家
か
ら
美
妙
に
宛
て
た
書
簡
約
一
七
○
通
は
、
美
妙
研
究

の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
文
学
者
・
出
版
人
の
動
静
・
交
遊
を
知
る
う
え
で

も
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
翻
刻
・
研
究
の
進
捗
と
と
も
に
、
新
た
な
知
見
が

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び

「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

－
１
一

得
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
活
動
の
中
で
、
二
○
一
○
年
に
立
命
館
大
学
図
書
館
が
新

た
に
購
入
し
た
内
田
不
知
庵
宛
て
美
妙
書
簡
二
通
の
う
ち
一
通
が
、
同
館
に

以
前
よ
り
所
蔵
さ
れ
て
い
た
美
妙
宛
て
不
知
庵
書
簡
と
対
の
関
係
に
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
互
い
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
ま
ま
散
逸
し
て
い
た
二
つ
の
書

簡
が
、
一
二
○
年
余
の
時
間
を
経
て
出
会
う
と
は
、
ま
さ
に
奇
遇
と
い
う
ほ

か
な
い
が
、
こ
の
選
遁
は
、
さ
ら
に
重
要
な
発
見
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ

た
Ｏ
明
治
二
十
年
代
に
評
論
や
翻
訳
で
活
躍
し
た
不
知
庵
の
小
説
と
し
て
現
在
（
２
）

知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
酒
鬼
」
と
「
当
世
文
学
通
」
の
二
作
品
で
あ
り
、

野
村
喬
氏
が
編
纂
し
た
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
（
「
内
田
魯
庵
全
集
」
別

巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
七
）
で
も
初
期
小
説
と
し
て
こ
の
二
作
品
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
往
復
書
簡
に
は
、
こ
れ
ら
二
作
品
以
外
の

不
知
庵
の
小
説
に
関
す
る
記
述
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
記
述
を
手
掛

か
り
に
調
査
を
進
め
た
結
果
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
の
が
小
説
「
も
み
ぢ

福
井
辰
彦

大
貫
俊
彦

五
五



ま
ず
は
、
美
妙
と
不
知
庵
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
を
翻
刻
、
紹

介
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
往
信
に
当
た
る
の
は
、
新
た
に
立
命
館
大
学

図
書
館
が
購
入
し
た
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
十
九
日
付
不
知
庵

宛
て
美
妙
書
簡
（
以
下
書
簡
ア
と
す
る
）
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
に
は
も
う

一
通
、
別
の
書
簡
（
以
下
書
簡
イ
と
す
る
）
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
ア

に
対
す
る
返
信
が
、
同
館
に
以
前
よ
り
所
蔵
さ
れ
て
い
た
明
治
二
十
二
年
八

月
二
十
二
日
付
美
妙
宛
て
不
知
庵
書
簡
（
以
下
書
簡
ウ
と
す
る
）
で
あ
る
。

で
は
、
書
簡
ア
か
ら
順
に
見
て
ゆ
こ
う
。

（
３
）

狩
」
で
あ
る
。

以
下
本
稿
で
は
、
美
妙
と
不
知
庵
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
と
小
説

「
も
み
ぢ
狩
」
を
紹
介
し
、
同
作
を
不
知
庵
の
執
筆
活
動
の
な
か
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

●
書
簡
ア
（
資
料
番
号
Ｒ
Ｔ
Ｙ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
１
９
２
）

封
書
巻
紙
一
枚
墨
書

〔
封
筒
表
〕
駿
河
国
駿
東
郡
須
走
村
ふ
じ
や
方
内
田
貢
様
貴
酬

〔
封
筒
裏
〕
八
月
十
九
東
、
神
、
平
永
町
山
田
武

〔
消
印
〕
武
蔵
東
京
神
田
廿
二
年
八
月
十
九
日
ヌ
便
／
駿
河
須

走
廿
二
年
八
月
二
十
日
ロ
便

｜
、
立
命
館
大
学
所
蔵
「
内
田
不
知
庵
ｌ
山
田
美
妙
」

往
復
書
簡
に
つ
い
て

俄
の
御
出
立
御
名
残
を
し
う
存
じ
ま
す

須
走
村
で
は
ま
こ
と
に
富
士
の
裾
野
、

「
境
寂
人
見
神
」
の
云
語
も
思
ひ
出
さ

れ
て
御
浦
山
し
い
で
す
。

風
情
と
風
姿
の
御
論
文
ま
た
民
友
社

に
御
差
出
し
に
な
っ
た
趣
、
人
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
時
節
が
ら
異
論
を
排
斥
す
る
に

は
屈
寛
の
題
目
、
折
角
こ
れ
を
ぱ
御

鍛
錬
あ
る
や
う
望
ま
れ
ま
す
。

お
も
か
げ
は
其
実
二
三
人
の
合
作
と
の
趣
、

．
：
ま
づ
第
一
評
を
い
ら
つ
め
第
廿
六
号

へ
出
し
て
み
ま
し
た
。
御
覧
下
さ
い
。

「
ゾ
ー
ラ
」
が
此
頃
裸
体
美
に
就
い
て
仏

国
の
多
数
と
筆
戦
の
最
中
、
外
出
し

た
折
、
「
ゾ
ー
ラ
」
を
短
銃
で
狙
撃
し
た
も
の

（
但
し
「
ゾ
ー
一
旦
は
黒
撹
）

が
有
っ
た
と
の
趣
が
近
着
の
パ
ン
チ
に
出
て

居
ま
し
た
滑
稽
雑
誌
の
事
ゆ
ゑ
真
か

偽
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
真
な
ら
ば
仏

国
の
文
学
界
も
中
々
す
さ
ま
じ
い
も
の
で

す
。

京
都
本
願
寺
か
ら
三
宅
の
処
へ
切
手
手
紙

五

六



宛
先
は
「
駿
河
国
駿
東
郡
須
走
村
ふ
じ
や
方
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
不
知
庵
が
避
暑
の
た
め
滞
在
し
て
い
た
旅
館
で
あ
る
。
こ
の
ふ
じ
や
滞

在
に
つ
い
て
は
、
「
二
葉
亭
余
談
」
（
『
き
の
ふ
け
ふ
」
、
博
文
館
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
三
月
）
に
次
の
よ
う
な
回
想
が
あ
る
。

余
が
小
説
に
由
て
初
め
て
甚
深
な
感
動
を
与
へ
ら
れ
、
一
種
の
敬
虐
な

｛
マ
マ
）

信
念
を
抱
く
や
う
に
な
つ
た
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
罪
と
罰
」
で

（
マ
マ
）

あ
っ
た
。
此
の
「
罪
と
罰
」
を
読
ん
だ
は
明
治
二
十
二
年
の
夏
、
恰
も

（
マ
マ
）

富
士
の
麓
に
暑
を
避
け
て
ゐ
た
時
で
、
客
舎
に
俺
留
す
る
三
ヶ
月
間
、

が
来
ま
し
た
。
御
都
合
も
あ
り
ま
し
や
う
が
、

二
三
号
で
終
っ
て
も
宜
し
い
で
す
、
先
方

で
も
待
っ
て
居
ま
す
か
ら
、
維
御
筆
労

願
ひ
ま
す
。
別
紙
書
状
に
あ
る
「
十
枚
」

は
十
行
廿
字
の
十
三
四
枚
の
意
味
で
す
。

御
如
才
も
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
御
草
稿
は
御

出
来
に
な
り
次
第
私
ま
で
御
差
送
り

願
ひ
ま
す
。

右
御
返
事
か
た
ノ
ー

八
月
十
九
日

武

不
知
庵
さ
ま
梧
下

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

そ
し
て
「
夫
れ
以
来
、
余
の
小
説
に
対
す
る
考
は
全
く
一
変
し
て
了
つ

キ
ル
・
ダ
イ
０
人

た
。
夫
ま
で
は
文
学
を
軽
視
し
、
内
心
は
「
時
間
潰
し
」
に
過
ぎ
な
い
遊
戯

と
思
ひ
つ
、
も
面
白
半
分
の
応
援
隊
と
な
っ
て
ゐ
た
が
、
夫
れ
以
来
此
の
如

き
態
度
は
厳
粛
な
文
学
に
対
す
る
罪
悪
で
あ
る
と
思
ひ
、
同
時
に
余
の
如
き

貧
し
い
思
想
と
稀
薄
な
信
念
の
も
の
が
遊
戯
的
に
文
学
を
語
る
を
空
恐
ろ
し

く
思
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
書
簡
ア
を
受
け
取
っ
た
不
知
庵

は
こ
の
宿
で
、
彼
の
文
学
観
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
体
験
を
し
て
い
る
の
で

－
４
）

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
四
章
で
改
め
て
考
察
す
る
。

三
段
に
分
け
ら
れ
た
書
簡
の
第
一
段
に
見
え
る
「
風
情
と
風
姿
の
御
論

文
」
は
、
「
国
民
之
友
』
第
五
十
五
号
（
明
治
二
十
二
年
七
月
二
日
）
掲
載

の
不
知
庵
主
人
「
詩
文
の
感
応
」
の
こ
と
。
「
い
ら
つ
め
第
廿
六
号
」
の

「
第
一
評
」
は
、
『
い
ら
つ
め
」
第
二
十
六
号
（
明
治
二
十
二
年
八
月
十
五

日
）
掲
載
の
「
国
民
の
友
の
お
も
か
げ
」
を
指
す
。

重
要
な
の
は
第
三
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
京
都
の
本
願
寺
」
か
ら

「
三
宅
」
に
届
い
た
手
紙
を
受
け
、
美
妙
が
不
知
庵
に
原
稿
執
筆
の
依
頼
を

し
て
い
る
。
「
三
宅
」
と
は
、
お
そ
ら
く
金
港
堂
編
集
局
で
美
妙
と
同
僚
の

関
係
に
あ
っ
た
三
宅
米
吉
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
「
京
都
の
本
願
寺
」
と

の
関
係
や
依
頼
さ
れ
た
原
稿
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
簡
か
ら
だ

け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
詳
細
は
、
文
中
「
別
紙
書
状
」
と
触
れ
ら
れ
て

い
る
、
書
簡
ア
に
同
封
さ
れ
た
書
簡
イ
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

次
に
書
簡
イ
を
翻
刻
す
る
が
、
こ
の
書
簡
に
は
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
な

（
マ
マ
）

再
三
再
四
反
復
し
て
初
め
て
露
国
小
説
の
偉
大
な
る
を
威
嘆
し
た
。

五
七



便
菱
（
四
周
双
辺
、
有
界
二
十
行
、
青
色
刷
）
一
枚
墨
書

●
書
簡
イ
（
資
料
番
号
同
前
）

い
た
め
、
文
の
切
れ
目
に
一
宇
分
の
空
白
を
入
れ
る

拝
啓
此
度
は
種
々
御
厚
情
社
員
一
同
深
く

奉
謝
候
然
は
不
知
庵
先
生
に
は
御
起
稿
御
承

諾
被
下
候
よ
し
一
同
も
喜
居
候
兼
而
御
話
し
申

上
候
よ
ふ
仏
教
を
主
義
と
し
て
学
術

徳
操
両
有
之
女
子
を
作
る
目
的
に
て
候
ま
，

別
に
存
意
も
無
之
候
へ
ど
も
誰
れ
が
見
て
も

今
日
の
女
子
は
斯
よ
ふ
に
あ
ろ
ふ
今
日
の
婦

力
被
成
下
度
願
上
候
草
々

（
婦
人
の
世
界
）
と
名
け
候

十
日

与
度
先
は
右
様
の
主
意
の
み
な
り
又
両

月
に
十
枚
位
づ
、
御
寄
送
被
成
下
度
よ
ふ
願
上
候

発
行
は
明
月
二
十
日
比
と
内
決
致
候
得
ど
も

｛
マ
マ
）

石
版
画
の
挿
度
に
付
可
成
は
少
々
早
目
に

御
寄
送
被
下
度
願
上
候
終
に
願
上
候
は
何
分

素
人
の
み
に
て
御
座
候
ま
、
以
後
ど
も
御
尽

人
は
斯
あ
り
度
も
の
と
の
感
を
看
客
に

鎗
八

こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
仏
教
を
主
義
と
し
」
た
女
子
教
育
雑
誌

『
婦
人
の
世
界
』
が
、
明
治
二
十
二
年
九
月
二
十
日
頃
創
刊
予
定
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
同
誌
は
「
三
宅
先
生
」
（
書
簡
ア
に
見
え
た
「
三
宅
」
で

あ
ろ
う
）
を
介
し
て
不
知
庵
に
、
「
両
月
に
十
枚
位
づ
。
」
の
原
稿
を
依
頼

し
て
お
り
、
不
知
庵
は
こ
れ
を
承
諾
し
た
。
「
石
版
画
の
挿
度
」
と
あ
る

「
度
」
字
は
誤
記
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
石
版
画
の
挿
絵
が
入

る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
依
頼
原
稿
は
小
説
で
あ
っ
た
だ
ろ

、
《
ノ
Ｏ

も
う
一
通
、
書
簡
ア
を
受
け
取
っ
た
不
知
庵
が
美
妙
に
送
っ
た
返
信
に
あ

た
る
の
が
、
書
簡
ウ
で
あ
る
。

●
書
簡
ウ
（
資
料
番
号
Ｒ
Ｔ
Ｙ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
２
４
）

は
が
き
墨
書

〔
は
が
き
表
〕
東
京
神
田
平
永
町
九
番
地
山
田
武
太
郎
様
／
す
る
が
不

知
庵

〔
消
印
〕
駿
河
須
走
廿
二
年
八
月
二
十
二
日
イ
便
／
武
蔵
東
京

廿
二
年
八
月
二
十
二
日
ヲ
便

御
申
越
の
旨
承
諾
仕
り
候

十
枚
位
な
ら
ば
そ
れ
に
来

三
宅
先
生机
下

五
八



美
妙
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
不
知
庵
が
執
筆
を
快
諾
し
て
い
る
内
容
で
あ

る
。
は
が
き
の
文
面
に
「
十
枚
位
な
ら
ば
そ
れ
に
来
二
十
日
は
つ
党
と
の

事
な
れ
ば
」
と
あ
っ
て
、
書
簡
イ
が
確
か
に
同
封
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

ブ
（
句
○

こ
の
往
復
書
簡
が
交
わ
さ
れ
た
明
治
二
十
二
年
、
．
都
の
花
」
発
刊
に
際

し
、
中
根
淑
を
名
儀
上
の
主
幹
と
し
て
、
実
際
は
美
妙
が
主
筆
に
抜
擢
さ
れ

（
５
）

て
か
ら
、
美
妙
の
声
価
は
一
段
高
ま
つ
」
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
は
当
代
一

の
流
行
作
家
で
あ
っ
た
。
一
方
不
知
庵
は
、
年
齢
こ
そ
美
妙
と
同
じ
で
あ
っ

た
が
、
前
年
の
十
月
、
他
な
ら
ぬ
美
妙
の
小
説
集
「
夏
木
立
』
（
第
一
編
、

金
港
堂
、
明
治
二
十
一
年
八
月
）
に
対
す
る
批
評
「
山
田
美
妙
大
人
の
小

説
」
で
文
壇
に
登
場
し
て
以
降
、
『
女
学
雑
誌
」
を
舞
台
に
次
々
と
批
評
を

発
表
す
る
、
い
わ
ば
売
り
出
し
中
の
身
で
あ
っ
た
。
』
小
説
執
筆
の
依
頼
が
不

知
庵
本
人
に
で
は
な
く
、
美
妙
や
三
宅
を
介
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

美
妙
が
書
簡
ア
で
「
御
草
稿
は
御
出
来
に
な
り
次
第
私
ま
で
御
差
送
り
願
ひ

ま
す
」
と
注
意
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
こ
う
し
た
小
説
家
と
し
て
の
美
妙
と

不
知
庵
の
実
績
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

寄
送
仕
る
べ
く
候
也

一
週
間
に
は
御
手
許
へ

二
十
日
は
つ
党
と
の
事
な
れ
ば

御
返
事
ま
で
あ
ら
ノ
ー

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

『
婦
人
の
世
界
』
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
派
）
大
学
林
が
中

心
と
な
っ
て
発
行
し
た
女
子
教
育
雑
誌
で
あ
り
、
書
簡
ァ
に
見
え
る
「
京
都

の
本
願
寺
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
書

簡
イ
の
差
出
人
「
鎗
八
」
は
、
発
起
人
の
一
人
宮
島
鎗
八
と
見
て
間
違
い
あ

前
章
で
翻
刻
・
紹
介
し
た
美
妙
・
不
知
庵
往
復
書
簡
に
よ
っ
て
、
雑
誌

「
婦
人
の
世
界
」
を
発
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
京
都
の
本
願
寺
」
か
ら
、

美
妙
お
よ
び
三
宅
米
吉
を
介
し
て
、
不
知
庵
に
小
説
の
執
筆
依
頼
が
な
さ

れ
、
不
知
庵
が
そ
れ
を
承
諾
し
た
、
と
い
う
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
本
章
で
は
雑
誌
『
婦
人
の
世
界
」
（
発
行
時
の
名
称
は
『
婦
人

世
界
』
）
と
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
不
知
庵
の
小
説
が
ど
の
よ
う
な
雑
誌
お

よ
び
小
説
で
あ
っ
た
の
か
、
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
明
治
二
十
二
年
八
月
十
日
付
「
京
都
日
報
」
掲
載
の
出
版
広
告
に

よ
っ
て
同
誌
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
婦
人
の
世
界
今
回
本
派
本
願
寺
大
学
林
教
授
中
川
太
郎
宮
島
鎗
八

田
辺
正
直
の
三
氏
が
発
起
人
と
為
り
冒
頭
の
如
き
女
学
雑
誌
を
発
見
す

る
と
の
事
な
る
が
其
目
的
ハ
学
術
は
暫
く
置
く
も
兎
角
生
意
気
が
先
に

立
ち
敗
徳
者
の
最
多
き
当
今
の
女
生
を
矯
正
し
学
術
と
淑
徳
と
倶
に
完

全
の
婦
女
を
作
る
に
有
り
と

二
、
令
徳
会
『
婦
人
世
界
」
と
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」

五
九



こ
こ
に
見
え
る
令
徳
会
を
発
行
元
と
し
て
、
当
初
、
『
婦
人
の
世
界
」
と

名
づ
け
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
こ
の
雑
誌
は
、
実
際
に
は
『
婦
人
世
界
」
の
名

で
、
明
治
二
十
二
年
十
月
一
日
、
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
（
書
簡
イ
の
時
点

で
は
、
発
行
は
九
月
「
二
十
日
比
」
の
予
定
と
あ
っ
た
が
、
広
告
に
は

。
発
見
定
旦
毎
月
一
日
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
編
集
段
階
で
変
更
に
な
っ

る
ま
い
。
宮
島
鎗
八
に
つ
い
て
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
大
学
林
関
係
資
料

に
も
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
学
林
江
被
仰
出
申
渡
帳
」

（
『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
」
史
料
編
第
四
巻
、
龍
谷
大
学
、
一
九
九
二
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
、
宮
島
は
「
文
学
寮
画
学
教
授
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
宮
島
に
は
『
透
視
画
法
』
（
三
田
印
刷
所
、
明
治
十
九
年
四
月
）

の
著
書
も
あ
り
、
そ
の
例
言
に
よ
れ
ば
、
千
葉
師
範
学
校
、
同
女
子
師
範
学

校
、
同
中
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
同
じ
く
西
本
願
寺
派
大
学
林
有
志
が
結
成
し
た
反
省
会
の
機
関
誌

「
反
省
会
雑
誌
」
第
二
十
二
号
（
明
治
二
十
二
年
九
月
十
日
）
に
掲
載
さ
れ

た
広
告
「
婦
人
の
世
界
発
行
の
主
意
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
た
び
わ
れ
ノ
ー
有
志
の
者
相
か
た
ら
ひ
、
令
徳
会
な
る
も
の
を
設

い
ナ
つ
し
一

い
だ

け
、
毎
月
一
回
「
婦
人
の
世
界
」
て
ふ
女
学
雑
誌
を
発
行
す
る
こ
と
、

ふ
じ
ん

’
千
季
も

せ
り
、
此
雑
誌
は
世
の
姉
妹
の
た
め
、
有
益
な
る
事
柄
を
し
る
し
、
阿

を
や

む
す
め
ど
が
た

や
し
な
ひ
そ
だ
て

母
、
妻
君
、
令
嬢
方
の
、
よ
く
其
子
弟
を
養
育
し
又
其
良
人
を
助
け

や
う
ち

て
家
内
を
立
派
に
治
め
得
る
や
う
に
導
く
も
の
に
し
て
、
つ
ま
り

お
ん
な

め
ど

婦
女
子
の
淑
徳
を
養
ひ
、
其
本
分
を
全
ふ
せ
し
め
ん
事
を
目
的
と
す

こ
こ
に
は
、
国
粋
主
義
的
な
思
想
が
あ
ら
わ
で
あ
り
、
例
え
ば
「
女
学
雑

誌
』
の
よ
う
に
西
洋
化
を
促
す
婦
人
雑
誌
と
は
一
線
を
画
そ
う
と
し
て
い

か
た
じ
げ
な
ふ

る
。
先
に
挙
げ
た
「
婦
人
の
世
界
発
行
の
主
意
」
に
は
、
「
賛
成
を
辱

（
７
）

し
寄
稿
を
約
せ
ら
れ
た
る
」
人
々
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
志

賀
重
昂
、
杉
浦
重
剛
を
は
じ
め
と
す
る
政
教
社
の
面
々
が
多
数
名
を
連
ね
て

た
の
だ
ろ
う
）
。
そ
し
て
現
在
、
こ
の
『
婦
人
世
界
』
は
、
明
治
新
聞
雑
誌

文
庫
に
、
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
（
明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日
発
行
）

（
６
）

ま
で
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

書
簡
イ
に
は
「
仏
教
を
主
義
」
と
す
る
女
子
教
育
雑
誌
を
目
指
す
旨
が
述

べ
ら
れ
て
い
た
が
、
第
一
号
の
社
説
「
婦
人
の
世
界
何
の
為
に
出
る
」
は
、

次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

要
す
る
に
我
国
今
日
の
女
子
教
育
は
、
多
く
は
物
質
教
育
に
流
れ
、
文

せ
い
よ
う

学
、
芸
術
、
交
際
、
音
楽
に
長
ず
れ
ば
、
直
に
以
て
泰
西
婦
人
た
ら
し

め
ん
と
す
る
の
傾
向
あ
る
が
如
し
、
斯
の
如
き
は
音
に
婦
人
真
個
の
教

育
法
た
ら
ざ
る
而
已
な
ら
ず
、
又
大
に
弊
害
あ
ら
ん
と
す
。
（
中
略
）

果
し
て
然
ら
は
吾
等
は
如
何
な
る
手
段
も
て
、
之
を
し
て
、
純
潔
な
る

ひ

空
気
の
中
に
呼
吸
せ
し
め
、
灼
々
た
る
天
日
の
下
に
棲
息
せ
し
め
ん
と

す
る
か
。
他
な
し
、
只
漸
次
に
、
我
国
固
有
の
美
徳
は
、
愈
之
を
進
め

兼
て
欧
米
の
長
所
を
取
り
、
以
て
永
遠
に
之
が
基
礎
を
設
け
之
を
し

て
、
俊
秀
、
智
慧
、
蕊
徳
、
高
尚
な
る
婦
人
の
住
処
た
ら
し
め
ん
と

す
。

六
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い
る
こ
と
も
、
こ
の
雑
誌
の
性
格
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
賛
同
者

の
中
に
は
不
知
庵
の
本
名
「
内
田
貢
」
や
、
「
三
宅
米
吉
」
の
名
が
あ
り
、

書
簡
ァ
・
イ
の
「
三
宅
」
が
「
三
宅
米
吉
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る
。

不
知
庵
が
執
筆
し
た
小
説
は
、
「
も
み
ぢ
狩
」
と
題
さ
れ
、
創
刊
号
（
前

掲
）
か
ら
第
四
号
（
明
治
二
十
三
年
一
月
五
日
）
ま
で
掲
載
さ
れ
た
。
全
四

回
で
完
結
。
第
一
回
が
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
約
束

通
り
原
稿
は
美
妙
の
許
に
届
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
不
知
庵
が

用
い
た
署
名
は
「
藤
庵
主
人
」
で
あ
り
、
「
酒
鬼
」
や
「
当
世
文
学
通
」
と

共
通
で
あ
る
。
挿
絵
は
三
葉
あ
り
、
落
款
は
第
一
回
、
第
二
回
が
「
芳
洲
」

（
８
）

（
井
上
芳
洲
）
、
第
四
回
は
「
国
春
」
（
歌
川
国
春
）
と
あ
る
。
書
簡
イ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
石
版
画
の
予
定
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
す
べ
て
木
版
で
刷
ら
れ

て
い
る
。

「
も
み
ぢ
狩
」
の
梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

雪
の
降
る
夜
、
向
島
の
堤
を
粋
人
気
取
り
の
美
濃
田
風
醒
と
法
律
家

の
村
林
宮
人
が
一
軒
の
家
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。
寒
さ
に
我
慢
で

き
な
い
宮
人
は
風
醒
を
急
か
す
が
、
風
醒
は
雪
景
色
を
賞
美
し
て
な
か

な
か
歩
を
進
め
な
い
。
そ
の
時
、
二
人
は
ふ
い
に
隅
田
川
へ
何
か
が
落

ち
た
物
音
と
飛
び
込
み
ら
し
い
と
い
う
噂
を
耳
に
す
る
。
そ
の
噂
を
気

に
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
は
清
見
武
文
の
家
へ
向
か
う
（
第
一
回
）
。
家

に
着
い
た
が
、
主
人
は
雪
見
の
散
歩
で
留
守
。
主
の
帰
宅
を
待
つ
間

に
、
近
所
に
美
人
だ
が
祖
母
と
共
謀
し
て
は
男
を
編
し
て
金
を
奪
い
取

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

ま
た
、
参
考
図
版
と
し
て
「
も
み
ぢ
狩
」
の
冒
頭
と
第
一
回
の
挿
画
を
掲

載
す
る
。 る

娘
が
い
て
、
最
近
、
編
さ
れ
て
自
殺
し
た
男
の
幽
霊
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
、
と
い
う
噂
を
聞
く
”
悩
ま
さ
れ
る
良
心
が
あ
れ
ば
救
い
た
い
と

思
う
宮
人
。
そ
こ
へ
主
人
が
帰
宅
、
飛
び
込
ん
だ
の
は
例
の
娘
で
今
助

け
て
き
た
と
こ
ろ
だ
、
と
言
う
（
第
二
回
）
。
翌
日
、
近
所
の
娘
お
妙

を
見
舞
い
に
い
く
三
人
。
臥
せ
っ
て
い
る
美
し
い
お
妙
を
目
に
し
て
、

宮
人
は
夢
中
、
風
醒
は
及
び
腰
、
清
見
は
冷
静
に
振
る
舞
う
姿
勢
を
み

せ
る
（
第
三
回
）
。
見
舞
い
以
来
、
美
し
い
お
妙
が
瞼
に
焼
き
付
き
、

心
が
落
ち
着
か
な
い
宮
人
。
風
醒
が
遊
び
に
き
て
そ
れ
に
気
づ
き
、
宮

人
を
冷
や
か
す
。
宮
人
は
風
醒
の
こ
と
を
煩
わ
し
く
思
う
が
、
二
人
は

連
れ
だ
っ
て
春
め
く
上
野
を
散
歩
す
る
。
す
る
と
、
四
五
日
前
ま
で
臥

せ
っ
て
い
た
は
ず
の
お
妙
が
、
男
ら
と
酩
酊
し
て
歩
い
て
い
る
ｃ
宮
人

は
自
分
が
浮
か
れ
て
い
た
こ
と
を
悟
る
。
お
妙
ら
は
二
人
の
目
の
前

で
、
ス
リ
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
連
行
さ
れ
て
ゆ
く
（
第
四
回
）
。一

ハ
ー



》
１
み
ぢ
狩
東
都
藤
庵
主
人

可

と
九
ひ
ざ
こ
勾
琶
ふ
よ

第
一
回
是
愁
人
の
子
雪
の
降
る
夜
に

す
み
だ
蒜
わ
じ
“
す
い

隅
田
川
の
入
水

哩

君
毛
沙
九
の
１
ド
ル
ひ
さ
へ
う
す
ど
虫
的
い
く

一
驚
毛
を
樂
し
む
詩
人
で
魁
｝
重
の
薄
衣
遙
は
名
句
愁
淫
ぷ
ま

髭
で
令
強
ん
お
き
こ
た
つ
よ
せ
余
、
へ

″
じ
。
四
鍾
半
に
置
焼
燵
寄
鍋
沁
を
ヂ
ワ
ノ
、
こ
さ
せ
鯉
ぱ
こ汁

１
１
雪
威
巴
Ｉ
ど
応
蝿
の
舞
礎
逢
蜜
唾
簾
典
嚴

勾
曾
ざ
屯
へ

掌
と
ふ
り
乙
や
之
唇
ん
い
て
く
的
ん
一
』
雪
び
ん
巨
凸
腱
ん

握
雪
降
込
む
め
ぱ
い
家
に
灰
隠
一
シ
の
工
面
弓
出
来
ぬ
貧
乏
人

呼
元
だ
い
等
Ｌ
く
ち
ご
い
へ

」
遇
は
仙
壷
範
も
画
に
ば
出
ま
じ
。
７
れ
で
愁
家
が
あ
躯
惹
戎

乙
も
雲
靭
よ
わ
た
Ｌ
ぷ
う
室
い
い
轍
主
こ
る
Ｌ

だ
し
惑
薦
一
枚
で
世
を
渡
る
商
賢
で
は
犬
に
も
増
し
た
苦
み

あ
だ
ち
糠
ば
ら
釘
士
亭
室
．
の
、
Ｌ

は
安
達
腺
の
娯
様
錫
ご
ざ
タ
ブ
Ｌ
や
シ
・
疋
さ
鮒
る
ぺ
し
。
さ

く
わ
ん
ら
く
毛
切
ひ
ざ
玲
』
む
よ
う
ぐ
う

耶釧
恥
ば
獄
樂
な
勅
に
あ
Ｐ
で
人
に
一
の
り
、
人
に
あ
夕
で
境
遇
に

あ
ｈ
ぜ
つ
け
い
告
ぜ
つ
ほ
と
き
よ

み
う

あ
り
。
鳴
呼
絶
景
ｌ
畜
絶
這
賓
め
た
時
は
好
か
少
ふ
淨
風

せ
つ
ざ
。
乙
や
ヘ
ヒ
歴
主
ぎ
わ
〃
ろ
く
よ

雲
に
閉
ぢ
い
れ
て
凍
死
を
す
る
間
際
艇
は
彌
鋤
の
世
ま
で
毛

」

｜
I

こ
こ
ま
で
美
妙
と
不
知
庵
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
と
小
説
「
も
み
ぢ

狩
」
を
紹
介
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、
初
期
小
説
に
関
す
る
先
行
研
究
を
参

〔
冒
頭
〕

父

輔雫

§4､＃
計謄
割惜
餅憎

蕊
計謄
⑥､窪し唇
・芯

｜
｜
｜
、
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
の
検
討

ｌ
謡
曲
「
紅
葉
狩
」
と
の
関
係
を
中
心
に

十
二
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〔
挿
絵
〕

が
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
「
小
説
「
酒
鬼
‐
｜
は
デ
ィ

ッ
ケ
ン
ズ
の
翻
案
、
「
当
世
作
者
熾
悔
」
は
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
翻
案
で
あ
り
、

「
読
小
説
法
」
は
ブ
ラ
イ
ト
ン
の
翻
訳
で
あ
り
、
「
当
世
文
学
通
」
も
出
所
は

（
Ⅲ
）

定
か
で
は
な
い
が
、
翻
案
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
「
翻
案
」
の
手

法
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
十
把
一
絡
げ
に
し
て
し
ま
う

こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
本
作
「
も
み
ぢ
狩
」
に
関
し
て
は
、
か
な
り

明
瞭
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
「
も
み
ぢ
狩
」
と
い
う
表
題

考
に
し
な
が
ら
作
品
と
し
て
の
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
る
。

ま
ず
一
読
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
小
説
に
は
こ

れ
ま
で
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
不
知
庵
の
初
期
小
説

の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と

え
ば
軽
妙
な
文
章
で
書
か
れ
た
冒
頭
の
一
節
は
、
初
期
小

説
の
表
現
の
特
徴
と
し
て
「
も
っ
ぱ
ら
八
文
字
屋
本
風

の
、
さ
ら
に
篁
村
の
「
む
ら
竹
」
ふ
う
の
文
体
で
書
か
れ

（
９
〉

て
い
る
」
と
野
村
喬
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
世
文
学

一
岨
）

の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
詳
細
な
検
討

は
別
稿
に
讓
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
稿
で
は
主
に
不
知

庵
が
小
説
を
執
筆
す
る
際
に
用
い
た
手
法
か
ら
、
「
も
み

ぢ
狩
」
の
表
題
や
物
語
内
容
に
込
め
ら
れ
た
主
要
な
モ
チ

ー
フ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

い
ま
簡
単
に
「
も
み
ぢ
狩
」
に
お
け
る
初
期
小
説
と
の

表
現
の
共
通
性
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
そ
の
他
に
野
村
氏

二



に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
謡
曲
、
特
に
「
紅
葉
狩
」
の
影
響
が
顕
著

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
も
み
ぢ
狩
」
に
は
、
不
知
庵
の
書
い
た
こ
の
頃
の
評
論
、
小
説
な
ど
に

（
吃
）

は
珍
し
く
、
謡
曲
に
関
す
る
引
用
が
際
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
冒
頭
部
、
向

島
の
雪
景
色
も
、
あ
ば
ら
家
暮
ら
し
の
貧
乏
人
に
は
楽
し
め
ぬ
、
「
そ
れ
で

も
家
が
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
薦
一
枚
で
世
を
渡
る
商
売
で
は
犬
に
も
増
し
た
苦

み
は
安
達
原
の
族
様
が
ご
ざ
ら
シ
し
や
ッ
た
と
罵
る
べ
し
」
と
語
る
文
章
に

見
え
る
「
安
達
原
の
候
様
」
と
は
、
「
黒
塚
」
に
登
場
す
る
あ
ば
ら
屋
に
住

む
老
婆
（
シ
テ
）
の
境
遇
を
踏
ま
え
た
表
現
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
部

分
的
な
引
用
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
謡
曲
の
引
用
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な

い
○

「
一
向
に
奇
絶
で
な
い
て
、
寒
く
て
腹
は
減
る
し
…
…
時
に
落
付
く
家

は
ま
だ
遠
い
の
ヵ
子
」
廻
合
羽
の
男
は
返
事
も
な
く
立
止
て
仔
細
あ
り

げ
に
眺
め
口
の
中
で
Ｉ
ど
う
も
奇
絶
ｌ
頓
て
小
声
で
高
慢
の
謡

曲
、
流
義
は
観
世
と
宝
生
を
学
ん
で
更
に
一
派
を
出
し
た
と
当
人
の

咄
。
［
改
行
］
「
そ
れ
雪
は
鵺
毛
に
似
て
飛
ん
で
散
乱
し
人
は
鶴
堅
を
着

て
立
て
俳
個
す
と
云
へ
り
さ
れ
ば
今
降
る
雪
も
本
見
し
雪
に
か
わ
ら
ね

と
我
は
鶴
鼈
を
着
て
立
て
俳
個
す
べ
き
快
も
く
ち
て
袖
せ
ま
き
細
布
衣

陸
奥
の
け
ふ
の
寒
さ
を
い
か
に
せ
む
…
」

（
藤
庵
主
人
「
も
み
ぢ
狩
」
（
第
一
回
）
「
婦
人
世
界
」
第
一
号
、
明
治

二
十
二
年
十
月
一
日
）

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

風
醒
が
謡
う
謡
曲
「
鉢
木
」
の
こ
の
一
節
は
曲
の
冒
頭
近
く
、
大
雪
の
な

か
を
家
へ
と
向
か
う
佐
野
常
世
（
シ
テ
）
が
雪
景
色
を
眺
め
つ
つ
「
和
漢
朗

詠
集
』
の
白
楽
天
の
詩
句
を
思
い
出
し
な
が
ら
も
、
落
晩
し
た
今
の
境
遇
を

嘆
く
台
詞
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
お
い
て
は
謡
曲
の
引
用
が
所
々
に
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
な
か
で
も
物
語
内
容
を
支
え
る
主
要
な
モ
チ

ー
フ
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
先
に
も
述
べ
た
「
紅
葉
狩
」
で
あ

る
。
「
紅
葉
狩
」
は
観
世
信
光
の
作
、
「
平
維
茂
が
戸
隠
山
に
狩
猟
に
出
か
け

て
、
紅
葉
狩
の
酒
宴
を
催
し
て
ゐ
る
女
に
誘
惑
さ
れ
る
と
、
そ
の
女
は
鬼
女

の
本
体
を
現
は
し
て
維
茂
を
捕
ら
う
と
し
た
が
、
維
茂
は
神
に
助
け
ら
れ

隅
田
川
に
沿
っ
て
向
島
の
堤
を
雪
の
な
か
歩
い
て
行
く
美
濃
田
風
醒
が
、

お
も
む
ろ
に
謡
を
口
ず
さ
む
場
面
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
選
ば
れ
て
い
る
の
が

（
喝
）

謡
曲
「
鉢
木
」
の
一
節
で
あ
る
。
本
文
で
は
「
流
義
は
観
世
と
宝
生
を
学
ん

で
更
に
一
派
を
出
し
た
」
と
あ
る
が
、
右
に
当
該
部
分
を
引
用
し
て
み
る
。

袖
狭
き
、
細
布
衣
陸
奥
の
、
け
ふ
の
寒
さ
を
い
か
に
せ
ん

（
「
鉢
木
」
三
謡
曲
集
下
』
日
本
古
典
文
学
大
系
蛆
、
岩
波
書
店
、
一

九
六
三
）
、
四
○
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
・
）

ら
ね
ど
も
、
わ
れ
は
鶴
鼈
を
被
て
立
っ
て
俳
個
す
べ
き
、
快
も
朽
ち
て

、
ン
一
ア

ら
ん
、

っ
て
俳
個
す
と
言
へ
り
、
さ
れ
ば
今
降
る
雪
も
、
も
と
見
し
雪
に
変
は

あ
あ
降
つ
た
る
雪
か
な
、
い
か
に
世
に
あ
る
人
の
面
白
う
候
ふ

そ
れ
雪
は
鴦
毛
に
似
て
飛
ん
で
散
乱
し
、
人
は
鶴
筆
を
被
て
立

｛
ハ
ー
ニ



（
肌
）

て
、
遂
に
鬼
女
を
平
ら
げ
る
」
と
い
う
の
が
粗
筋
だ
。
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」

は
、
こ
の
筋
立
て
を
借
り
て
、
物
語
の
舞
台
を
現
代
に
移
し
替
え
て
い
る
。

人
物
配
置
は
、
祖
母
と
編
っ
て
は
金
持
ち
の
男
を
た
ぶ
ら
か
す
お
妙
が
鬼
女

（
シ
テ
）
、
お
妙
の
美
し
さ
に
自
分
を
見
失
い
そ
う
に
な
る
宮
人
が
平
維
茂

（
ワ
キ
）
に
対
応
す
る
。
本
文
中
で
宮
人
が
お
妙
に
惚
れ
込
ん
で
し
ま
う
場

面
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

前
章
の
梗
概
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
最
後
に
宮
人
は
お
妙
に
対
す
る
恋
の

迷
い
か
ら
覚
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
宮
人
と
風
醒
の
目
の
前
に
現
れ

た
清
見
武
文
が
謡
曲
「
紅
葉
狩
」
の
一
節
を
口
ず
さ
む
。
こ
ち
ら
も
小
説
と

謡
曲
を
並
べ
て
引
い
て
み
る
。

よ
し
や
鬼
で
あ
ら
ふ
と
蛇
で
あ
ら
ふ
と
、
此
鬼
な
ら
喰
は
れ
も
し
や
ふ

此
蛇
な
ら
呑
ま
れ
も
し
や
ふ
、
人
を
取
る
茸
は
色
美
は
し
く
河
豚
の
腹

は
奇
麗
な
も
の
と
心
学
の
極
粋
を
細
末
に
し
て
呑
込
み
、
高
が
皮
一
枚

と
悟
道
を
開
い
た
男
で
も
是
を
見
て
は
恋
の
初
峯
入
、
成
程
色
は
こ
ん

な
も
の
か
と
人
情
の
そ
も
ノ
ー
を
味
っ
て
：
：
：
さ
て
休
め
ら
れ
ぬ
も
此

道
か
常
か
ら
語
落
を
粧
っ
て
世
間
の
女
を
枯
木
寒
巌
と
振
向
も
せ
ぬ

宮
人
も
此
生
菩
薩
を
拝
ん
で
は
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
人
前
を
つ
く
る

シ
て
思
は
い
苦
笑
ひ
を
す
る
ま
で
も
な
く
同
伴
の
風
醒
に
背
中
叩
か
れ

て
後
先
揃
は
い
返
事
：
．

（
藤
庵
主
人
「
も
み
ぢ
狩
」
（
第
三
回
）
「
婦
人
世
界
」
第
三
号
、
明
治

二
十
二
年
十
二
月
五
日
）

「
紅
葉
狩
」
の
曲
の
な
か
で
は
、
ち
ょ
う
ど
後
場
の
初
め
に
位
置
す
る
。

平
維
茂
が
紅
葉
狩
を
催
し
て
い
る
酒
宴
に
誘
わ
れ
、
美
女
の
盃
と
舞
の
う
ち

に
我
を
忘
れ
酔
い
伏
し
て
し
ま
っ
た
が
、
夢
に
現
れ
た
男
山
八
幡
宮
の
末
社

神
（
間
狂
言
）
の
神
勅
に
よ
っ
て
我
に
返
る
場
面
で
あ
る
。
清
見
の
謡
う

「
紅
葉
狩
」
が
、
恋
の
夢
か
ら
覚
め
た
宮
人
の
心
情
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
も
は
や
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

梗
概
に
も
あ
る
よ
う
に
「
も
み
ぢ
狩
」
に
流
れ
る
時
間
は
、
冬
景
色
の
夜

か
ら
春
の
息
吹
が
兆
し
始
め
る
ま
で
の
数
日
間
で
あ
り
、
小
説
の
表
題
は
行

枕
に
雷
火
乱
れ
、
天
地
も
響
き
風
遠
近
の
、
た
つ
き
も
知
ら
ぬ
山
中

の
た
つ
き
も
知
ら
ぬ
山
中
に
お
ぼ
つ
か
な
し
や
お
そ
る
し
や
」
二
人
は

顔
見
合
し
て
苦
笑
ひ
、
プ
ッ
ト
気
が
付
け
ば
謡
ひ
し
人
は
黒
の
羽
織
の

紳
士
、
同
音
に
イ
ョ
こ
れ
は
こ
れ
は
…
…
先
夜
は
失
礼
。

（
藤
庵
主
人
「
も
み
ぢ
狩
」
（
第
四
回
・
末
尾
）
「
婦
人
世
界
」
第
四
号
、

明
治
二
十
三
年
一
月
一
日
）

風
醒
も
宮
人
も
あ
き
れ
て
詞
も
な
く
哨
然
と
進
む
時
耳
に
入
る
は
中
音

に
、
お
ぼ
つ
か
な
し
や
恐
ろ
し
や
。

（
「
紅
葉
狩
」
三
謡
曲
集
下
』
日
本
古
典
文
学
大
系
似
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
三
）
、
一
四
八
頁
）

ワ
キ
あ
ら
あ
さ
ま
し
や
わ
れ
な
が
ら
、
無
明
の
酒
の
酔
ひ
心
、

ろ
む
隙
も
な
き
う
ち
に
、
あ
ら
た
な
り
け
る
夢
の
告
と
地

の
謡
曲
、
「
驚
く
ま
く
ら
に
雷
火
乱
れ
天
地
も
ひ
評
き
か
ぜ
を
ち
こ
ち

六
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今
回
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
「
も
み
ぢ
狩
」
は
、
不
知
庵
の
初
期

小
説
の
な
か
で
「
酒
鬼
」
、
「
当
世
文
学
通
」
に
つ
づ
く
第
三
番
目
の
作
品
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
発
見
の
な
か
で
幸
運
だ
っ
た
こ
と
は
、

往
復
書
簡
の
復
元
に
よ
っ
て
、
小
説
執
筆
の
依
頼
と
承
諾
ま
で
の
経
緯
と
い

う
、
作
品
周
辺
の
事
情
も
一
部
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
不
知
庵
の
小
説

に
関
し
て
は
、
明
治
二
十
四
年
時
点
で
奥
泰
資
が
「
以
前
に
も
二
三
種
書
き

（
喝
｝

し
こ
と
ハ
あ
り
と
か
」
と
い
う
発
言
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
不
知

庵
が
書
い
た
小
説
の
数
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
、
執
筆
経
緯
を
う
か
が
わ
せ
る
往
復
書
簡
と
、
小
説
が
出
て
き
た

意
義
は
大
き
い
。
で
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
も
み
ぢ
狩
」
は
、
ど
の
よ

楽
と
し
て
の
紅
葉
狩
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
な
い
。
季
節
と
は
関
係
の
な

い
「
も
み
ぢ
狩
」
と
い
う
表
題
に
加
え
、
本
文
に
鎮
め
ら
れ
た
謡
曲
の
引
用

か
ら
考
え
て
も
、
不
知
庵
が
能
の
「
紅
葉
狩
」
に
着
想
を
得
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
。
ま
た
「
紅
葉
狩
」
の
鬼
女
（
シ
テ
）
が
、
舞
と
酒
宴
に
よ
っ
て

維
茂
を
手
込
め
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
退
治
さ
れ
て
し
ま
う
点
に
注
目

す
る
な
ら
ば
、
「
も
み
ぢ
狩
」
の
お
妙
に
は
、
色
気
で
た
ぶ
ら
か
す
妖
艶
な

女
性
性
と
、
最
後
に
は
退
治
（
逮
捕
）
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
勧
善
懲
悪
の

モ
チ
ー
フ
が
、
基
調
に
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
小

説
「
も
み
ぢ
狩
」
が
謡
曲
「
紅
葉
狩
」
を
翻
案
し
た
小
説
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

四
、
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
の
位
置
づ
け

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
不
知
庵
の
小
説
が
載
っ
た
掲
載
誌
お
よ
び
執
筆
経
緯
に
つ
い
て

で
あ
る
。
当
時
美
妙
が
主
筆
を
務
め
て
い
た
『
都
の
花
」
に
掲
載
し
た
風
刺

小
説
「
当
世
文
学
通
」
は
異
色
で
あ
る
と
し
て
も
、
巌
本
善
治
が
主
宰
す
る

キ
リ
ス
ト
教
系
の
婦
人
雑
誌
「
女
学
雑
誌
」
に
は
、
同
誌
上
で
盛
ん
に
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
た
禁
酒
宣
伝
を
多
分
に
含
ん
だ
小
説
「
酒
鬼
」
を
執
筆
し
、

そ
し
て
本
稿
で
紹
介
し
た
『
婦
人
世
界
』
に
は
勧
善
懲
悪
の
筋
書
き
を
持
っ

た
「
紅
葉
狩
」
の
翻
案
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
時
期

の
小
説
を
考
え
る
上
で
、
女
子
教
育
雑
誌
の
存
在
と
そ
の
啓
蒙
性
は
重
視
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
の
執
筆
経
緯
に
は
、
美
妙

が
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
「
内
田
魯
庵
伝
」

の
な
か
で
野
村
喬
氏
は
、
「
都
の
花
』
に
書
い
た
「
当
世
文
学
通
」
と
「
女

学
雑
誌
』
の
「
酒
鬼
」
を
美
妙
に
「
唆
さ
れ
て
」
書
い
た
と
推
測
し
て
い
る

（
略
）が
、
『
婦
人
世
界
」
に
お
け
る
「
も
み
ぢ
狩
」
の
執
筆
経
緯
か
ら
も
、
美
妙

が
仲
介
と
な
っ
て
不
知
庵
に
小
説
の
執
筆
を
依
頼
す
る
と
い
う
関
係
性
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
の
二
人
の
関
係
性
は
先
の
野
村
氏
の
推
論

を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
な
（
Ⅳ
）

ら
、
こ
の
三
つ
の
小
説
の
い
ず
れ
も
が
柳
田
泉
氏
の
言
う
「
他
動
的
」
に
、

つ
ま
り
他
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
分
か

る
。
こ
れ
ら
は
不
知
庵
の
こ
の
時
期
の
小
説
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
観

点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
「
も
み
ぢ
狩
」
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
自
ら
の
小
説
観
の
一

大
転
機
と
な
っ
た
須
走
村
で
の
「
罪
と
罰
』
の
読
書
体
験
と
相
前
後
す
る
時

ﾉﾛ《
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こ
れ
は
書
簡
ア
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
俄
の
御
出
立
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
八
月
十
九
日
の
時
点
で
は
ま
だ
不
知
庵
が
須
走
村
に
到
着
し

た
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
回
想
も
あ
る
。

期
に
執
筆
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
「
も
み
ぢ
狩
」
が
、
こ
の
重
大

な
体
験
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
ｃ

こ
こ
で
再
び
先
に
紹
介
し
た
美
妙
の
書
簡
に
戻
ろ
う
。

其
の
年
の
夏
に
な
っ
て
、
私
は
富
士
の
裾
野
へ
転
地
し
た
。
其
所
で
始

め
て
「
罪
と
罰
」
と
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
最
初
百
ペ
ー
ジ

ば
か
り
読
む
の
に
は
、
面
白
く
な
い
の
で
何
で
も
半
月
ば
か
り
も
か
、

つ
た
が
、
そ
れ
か
ら
後
は
僅
か
に
三
日
で
読
み
通
し
て
了
っ
た
。
之
れ

は
「
罪
と
罰
」
を
読
ん
だ
経
験
の
あ
る
何
の
人
に
聞
い
て
見
て
も
同
じ

こ
と
で
あ
る
。

（
内
田
魯
庵
「
「
罪
と
罰
」
を
読
め
る
最
初
の
感
銘
」
二
新
潮
一
第
十
七

巻
一
号
、
明
治
四
十
五
年
七
月
）
）

俄
の
御
出
立
御
名
残
を
し
う
存
じ
ま
す

須
走
村
で
は
ま
こ
と
に
富
士
の
裾
野
、

「
境
寂
人
見
神
」
の
云
語
も
思
ひ
出
さ

れ
て
御
浦
山
し
い
で
す
。

不
知
庵
は
、
一
罪
と
罰
」
を
読
み
始
め
て
か
ら
「
半
月
ば
か
り
」
は
「
面

白
く
な
い
」
と
感
じ
、
読
書
も
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
須

走
村
に
到
着
し
て
間
も
な
い
こ
の
時
、
あ
る
い
は
不
知
庵
は
す
で
に
「
罪
と

罰
」
を
読
み
始
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
彼
は
ま
だ

「
罪
と
罰
」
に
よ
っ
て
「
精
神
を
掻
き
ま
は
さ
れ
る
」
よ
う
な
読
書
経
験
を

し
、
小
説
に
対
す
る
認
識
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
美
妙
の
手
紙
（
書
簡
ァ
）
に
は
「
八
月
二
十
日
」
の
消
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
日
に
不
知
庵
は
、
ふ
じ
や
旅
館
に
て
巌
谷
小
波
の
「
妹
背

貝
」
（
吉
岡
書
籍
店
、
同
年
同
月
）
の
評
論
を
書
い
て
お
り
、
こ
の
時
期
の

批
評
態
度
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
。

ヒ
ロ
イ
ン
艶
子
は
脳
病
を
憂
ふ
る
ほ
ど
の
学
問
好
、
殊
更
活
溌
に
し
て

は
珍
ら
し
き
謹
慎
に
て
十
一
二
の
年
で
水
無
雄
を
慰
さ
め
十
七
の
年
に

い
る
ノ
ー
忠
告
す
る
位
の
大
事
と
り
で
あ
り
な
が
ら
又
親
に
向
っ
て
婚

礼
を
否
む
ほ
ど
の
勇
気
も
あ
り
な
が
ら
何
事
ぞ
、
水
無
雄
の
生
死
も
分

明
な
ら
ず
ま
だ
ノ
～
若
い
身
で
思
切
っ
た
死
に
様
、
如
何
に
活
溌
で
も

是
で
は
チ
ト
活
溌
す
ぎ
る
、
（
略
）
兎
に
角
近
来
に
な
き
無
難
小
説
、

是
と
指
摘
す
べ
き
傷
少
し
も
な
し
。
旧
硯
友
社
連
中
の
一
方
の
大
立
物

の
貫
目
は
確
か
に
見
へ
る
、
殊
に
趣
向
し
あ
る
様
で
な
い
様
な
斬
新
な

辺
も
あ
っ
て
有
が
た
し
。

（
不
二
山
人
「
漣
山
人
の
「
妹
背
貝
」
」
二
女
学
雑
誌
』
第
一
七
七
号
、

明
治
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
）
）

一
ハ
一
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末
尾
に
「
八
月
二
十
日
富
士
山
麓
松
林
鐙
葱
た
る
処
に
害
す
」
と
記
さ
れ

た
こ
の
評
論
は
、
美
妙
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
点
で

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
妹
背
貝
」
の
登
場
人
物
の
な
か
で
も
才
気
煥

発
な
艶
子
が
、
水
無
雄
の
安
否
も
よ
く
確
か
め
な
い
ま
ま
、
突
飛
に
自
殺
し

て
し
ま
う
場
面
を
「
如
何
に
活
溌
で
も
是
で
は
チ
ト
活
溌
す
ぎ
る
」
と
軽
妙

な
皮
肉
を
交
え
て
批
評
し
て
い
る
。
作
品
の
本
質
を
見
据
え
つ
つ
、
小
説
の

な
か
の
人
物
や
状
況
の
矛
盾
・
不
整
合
を
軽
妙
に
皮
肉
る
と
い
う
こ
の
批
評

態
度
は
、
「
山
田
美
妙
大
人
の
小
説
」
で
登
場
し
て
以
来
、
不
知
庵
が
行
っ

て
き
た
も
の
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
か
ら
二
日
後
の
二
十
二

日
に
、
美
妙
に
宛
て
て
短
い
時
間
で
の
小
説
の
執
筆
を
気
軽
に
承
諾
し
て
い

る
不
知
庵
の
姿
に
も
、
小
説
に
対
し
て
「
敬
度
な
信
念
」
を
抱
い
て
い
る
様

子
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
「
も
み
ぢ
狩
」
と

名
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
小
説
は
、
不
知
庵
が
『
罪
と
罰
」
を
読
む
前

か
、
ま
だ
読
み
始
め
た
時
期
ｌ
す
な
わ
ち
「
罪
と
罰
」
に
「
出
会
う
」
以

前
ｌ
に
承
諾
さ
れ
、
執
筆
が
始
め
ら
れ
た
と
一
応
は
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
執
筆
期
間
お
よ
び
摘
筆
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
未
だ
不
明
な
点
も
多
く
現
時
点
で
は
確
と
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

美
妙
が
仲
介
し
た
宮
島
鎗
八
の
書
簡
に
は
、
執
筆
に
つ
い
て
「
又
両
月
に

十
枚
位
づ
、
御
寄
送
被
成
下
度
よ
ふ
」
と
あ
り
、
不
知
庵
も
「
十
枚
位
な
ら

ば
」
と
返
事
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
説
の
執
筆
は
「
両
月
」
つ

ま
り
、
二
ヶ
月
に
わ
た
り
二
度
に
分
け
て
原
稿
が
送
ら
れ
た
と
推
測
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
ま
た
、
小
説
の
掲
載
が
明
治
二
十
三
年
の
一
月
ま
で
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
罪
と
罰
」
の
読
書
体
験
を
跨
い

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

で
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
．
あ
る
い
は
、
文
学
観

の
転
機
が
訪
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
度
求
め
に
応
じ
た
以
上
は
書
き
続
け

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
現
時
点
で
得
ら
れ
る

限
ら
れ
た
資
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
憶
測
に
す
ぎ
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
も
み
ぢ
狩
」
の
執
筆
か
ら
摘
筆
ま
で
の
期
間
と
「
罪
と

罰
」
の
読
書
体
験
の
前
後
関
係
を
見
定
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
で

は
、
「
も
み
ぢ
狩
」
の
作
品
そ
の
も
の
を
見
た
と
き
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

三
章
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
「
も
み
ぢ
狩
」
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て

き
た
不
知
庵
の
初
期
小
説
の
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
小
説
で
あ

る
。
そ
の
骨
子
は
謡
曲
の
「
紅
葉
狩
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
不
知
庵
が
利

用
し
た
の
は
、
鬼
女
が
色
気
で
男
を
誘
惑
し
、
最
後
は
退
治
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
勧
善
懲
悪
謹
の
筋
立
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
趣
向
を
生
か
し
た

翻
案
の
仕
方
を
見
る
限
り
で
は
、
た
と
え
ば
不
知
庵
が
須
走
村
で
の
滞
在
を

経
た
数
ヶ
月
後
に
主
張
す
る
、
「
小
説
は
遊
戯
文
字
に
あ
ら
ず
、
字
句
美
に

し
て
趣
向
奇
な
り
と
も
、
是
れ
ば
か
り
に
て
小
説
な
り
と
い
ふ
く
か
ら
ず
」

と
い
う
主
張
、
さ
ら
に
は
「
所
謂
真
理
の
発
揮
と
は
人
情
の
極
微
を
描
写
し

得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
」
（
「
小
説
は
遊
戯
文
字
に
あ
ら
ず
」
、
「
女
学
雑

誌
」
一
九
三
号
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
）
と
い
う
小
説
に
対
す

る
真
蟄
な
姿
勢
の
徴
表
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
罪
と
罰
」
の
衝

撃
的
な
読
書
体
験
の
前
に
承
諾
、
執
筆
さ
れ
、
そ
の
掲
載
が
須
走
村
で
の
滞

在
の
後
ま
で
つ
づ
い
た
「
も
み
ぢ
狩
」
と
い
う
作
品
と
、
不
知
庵
の
文
学
観

の
転
機
と
な
っ
た
読
書
体
験
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
確
定
な
要

素
も
多
々
あ
り
、
今
後
も
様
々
な
議
論
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
し

六
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か
し
、
こ
の
作
品
自
体
は
、
初
期
小
説
と
の
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
強
い
作

品
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

《
汪（
１
）
立
命
館
大
学
所
蔵
の
山
田
美
妙
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
青
木

稔
弥
「
「
山
田
美
妙
関
係
手
稿
」
の
こ
と
な
ど
」
亀
日
本
近
代
文
学
』

第
七
十
八
集
、
二
○
○
八
・
五
）
、
中
川
成
美
「
立
命
館
大
学
所
蔵

山
田
美
妙
関
係
資
料
に
つ
い
て
」
（
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
「
資
料

探
索
」
第
四
号
、
二
○
○
八
・
九
）
、
福
井
辰
彦
「
立
命
館
大
学
所

蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
「
此
ぬ
し
」
に
つ
い
て
」

（
『
論
究
日
本
文
学
」
第
九
十
二
号
、
二
○
一
○
・
五
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
２
）
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
酒
鬼
」
が
『
女
学
雑
誌
」
（
第
一
六
一
号

～
一
七
一
号
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
五
月
十
一
日
～
七
月

二
十
日
。
断
続
八
回
）
、
「
当
世
文
学
通
」
が
『
都
の
花
」
（
第
四
巻

第
十
七
号
、
同
年
六
月
十
六
日
）
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
陰
隠
士
「
藤

の
一
本
」
（
「
都
の
花
』
第
五
号
～
二
十
三
号
、
明
治
二
十
一
年
十
二

月
～
二
十
二
年
九
月
）
を
不
知
庵
の
最
初
の
小
説
と
す
る
先
行
研
究

も
あ
っ
た
（
片
岡
哲
「
内
田
魯
庵
に
お
け
る
小
説
観
」
急
青
山
語

文
」
第
六
号
、
一
九
七
六
・
三
）
、
歌
田
久
彦
編
「
年
譜
」
（
「
内
田

魯
庵
集
」
明
治
文
学
全
集
別
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
）
）
が
、
野

村
喬
編
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
（
「
内
田
魯
庵
全
集
」
別
巻
、
ゆ
ま

に
書
房
、
一
九
八
七
）
以
降
訂
正
さ
れ
た
。
な
お
、
藤
陰
隠
士
は
藤

本
藤
陰
の
号
で
あ
る
。

（
３
）
往
復
書
簡
の
翻
刻
・
考
証
に
つ
い
て
は
、
二
○
一
○
年
七
月
三

日
、
立
命
館
明
治
文
学
研
究
会
に
お
い
て
、
福
井
が
発
表
し
た
。
小

説
「
も
み
ぢ
狩
」
を
発
見
し
、
二
○
二
年
二
月
二
十
七
日
、
同
研

究
会
で
「
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
論
ｌ
紹
介
と
研
究
の
可
能

性
」
と
題
し
た
発
表
を
行
っ
た
の
は
大
貫
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら

二
つ
の
発
表
を
元
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
や
や
異
例
な
が

ら
、
福
井
、
大
貫
の
共
著
の
形
を
取
っ
た
。

（
４
）
こ
の
読
書
体
験
に
関
し
て
野
村
喬
氏
は
「
彼
は
丸
善
で
購
入
し

て
た
だ
ち
に
読
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
。
夏
に
な
っ
て
避
暑
旅
行
に

行
っ
た
富
士
山
麓
の
旅
館
で
、
持
参
し
た
何
冊
か
の
内
の
一
つ
と
し

て
読
ん
だ
。
そ
の
場
所
は
静
岡
県
駿
東
郡
須
走
村
ふ
じ
や
旅
館
だ
っ

た
。
「
私
の
小
説
に
対
す
る
考
へ
は
全
く
一
変
し
て
了
っ
た
」
と
魯

庵
は
追
懐
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
内
田
魯
庵
全
集
」
第

十
二
巻
「
解
説
」
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
四
）
五
六
九
頁
）
。

（
５
）
塩
田
良
平
「
山
田
美
妙
研
究
」
（
人
文
書
院
、
昭
和
十
三
年
）
伝

記
編
第
三
章
全
盛
期
、
六
十
四
頁
。

（
６
）
所
蔵
先
の
正
式
名
称
は
「
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究

科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
」
。
請

求
記
号
は
Ｚ
０
８
．
Ｆ
６
４
１
２
。
第
一
号
の
書
誌
を
簡
単
に
記

す
。
表
紙
「
婦
人
世
界
弓
西
田
Ｆ
シ
ロ
民
歯
乏
○
元
Ｆ
巳
、
令
徳
会
雑

誌
部
発
行
、
墨
書
で
「
人
見
氏
蔵
」
の
書
き
入
れ
あ
り
。
縦
二
十
一

・
一
ｍ
×
横
十
五
・
一
叩
三
十
四
頁
。
毎
月
一
日
刊
。

六
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（
７
）
列
挙
さ
れ
た
賛
同
者
は
以
下
の
通
り
。
今
立
吐
酔
・
今
外
三
郎

・
徳
永
満
之
・
大
洲
鉄
然
・
棚
橋
一
郎
・
中
江
篤
介
・
中
西
牛
郎
・

内
田
貢
・
陸
実
・
小
山
正
太
郎
・
西
村
天
囚
・
有
賀
長
雄
・
赤
松
連

城
・
渥
美
契
縁
・
浅
井
忠
・
沢
辺
春
水
・
沢
辺
保
雄
・
桜
井
郁
二
郎

・
菊
池
熊
太
郎
・
宮
崎
道
正
・
三
宅
米
吉
・
志
賀
重
昂
・
島
地
黙
雷

・
杉
浦
重
剛
□

（
８
）
『
反
省
会
雑
誌
』
第
二
十
四
号
（
明
治
二
十
二
年
十
一
月
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
婦
人
世
界
』
第
二
号
の
目
録
を
見
る
と
、
「
室
内
談
話

の
図
」
の
画
工
と
し
て
、
井
上
芳
洲
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
落
款

「
芳
洲
」
は
こ
の
人
物
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。

（
９
）
野
村
喬
「
内
田
魯
庵
伝
』
「
文
壇
登
場
と
二
つ
の
擢
遁
」
（
リ
ブ

ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
四
）
、
三
十
八
頁
。

（
Ⅲ
）
な
お
、
こ
の
冒
頭
は
文
化
十
年
に
出
版
さ
れ
た
式
亭
三
馬
の
滑

稽
本
『
人
間
万
事
虚
誕
計
』
初
編
の
「
雅
人
の
虚
」
を
模
し
た
表
現

で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
野
村
喬
『
内
田
魯
庵
全
集
』
別
巻
「
解
説
」
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一

九
八
七
）
、
六
五
七
頁
。

（
吃
）
た
だ
し
、
『
国
民
之
友
』
第
四
十
八
号
（
明
治
二
十
二
年
四
月
二

十
二
日
）
掲
載
の
「
書
目
十
種
」
と
い
う
愛
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
の
な

か
で
不
知
庵
は
、
「
徒
然
草
、
謡
曲
数
種
、
近
松
門
左
衛
門
著
作
、

京
伝
の
し
や
れ
ぼ
ん
、
古
文
真
宝
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
あ
ひ
識
、
き
及
め

ぐ
り
あ
ひ
、
ロ
①
ゅ
３
８
く
三
緒
の
．
塵
且
弓
湧
く
①
一
百
．
ぎ
①
。
目
。
『
（
ン
呂
一
‐

吻
○
ロ
）
・
］
。
旨
い
○
国
・
啄
匡
く
①
の
。
寓
言
刃
ｇ
砿
．
ロ
言
訂
員
君
ｏ
『
斎
・
」
を
挙
げ

山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介
お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ
い
て

て
お
り
、
謡
曲
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
不
知
庵
が

私
淑
し
て
い
た
親
戚
宮
田
直
次
郎
を
追
悼
し
た
『
牛
岳
遣
事
』
（
非

売
品
、
明
治
四
十
三
年
）
で
は
宮
田
牛
岳
が
素
人
で
は
あ
り
な
が
ら

熱
心
な
宝
生
流
の
謡
曲
愛
好
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
い
は
不
知
庵
の
謡
曲
の
素
養
は
宮
田
牛
岳
に
与
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。

（
旧
）
「
鉢
木
」
の
こ
の
一
節
は
、
注
（
皿
）
で
指
摘
し
た
「
人
間
万
事

虚
誕
計
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
直
接
的
な

謡
曲
か
ら
の
影
響
と
み
な
す
こ
と
に
は
異
議
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
が
た
と
え
『
人
間
万
事
虚
誕
計
』
か
ら
着

想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三
馬
の
作
品
と
謡
曲
の
関
係

が
薄
い
の
に
比
べ
、
「
も
み
ぢ
狩
」
の
冒
頭
近
く
で
美
濃
田
風
醒
の

謡
う
「
鉢
木
」
は
、
末
尾
で
清
見
武
文
が
謡
う
「
紅
葉
狩
」
と
対
応

し
、
こ
の
小
説
と
謡
曲
の
影
響
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

（
ｕ
）
梗
概
は
「
紅
葉
狩
」
（
野
上
豊
一
郎
「
解
註
・
謡
曲
全
集
』
第
五

巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
十
年
。
四
八
七
頁
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
焔
）
「
不
知
庵
主
人
小
説
を
書
く
と
の
噂
あ
り
尤
も
以
前
に
も
二

三
種
書
き
し
こ
と
ハ
あ
り
と
か
」
（
奥
泰
資
「
時
事
◎
飛
花
落
葉
」

二
延
葛
集
』
第
十
号
（
明
治
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
）
掲
載
、

「
延
葛
集
拾
遺
』
所
収
）
。
引
用
は
「
未
刊
・
坪
内
遁
遙
資
料
集
」
六

（
道
遙
協
会
、
二
○
○
三
・
二
）
に
よ
る
）
。

（
略
）
野
村
喬
「
内
田
魯
庵
伝
」
「
文
壇
登
場
と
二
つ
の
避
遁
」
（
リ
ブ

六

九



ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
四
）
、
三
十
八
頁
。

（
Ⅳ
）
柳
田
泉
「
小
説
「
酒
鬼
」
に
つ
い
て
」
（
「
随
筆
明
治
文
学
』
、
春

秋
社
、
昭
和
二
年
八
月
）
、
五
四
一
頁
。

＊
本
稿
中
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
漢
字
、
変
体
仮
名
は
通
行
の
字
体
に

改
め
、
原
則
と
し
て
ル
ビ
・
傍
点
・
圏
点
等
は
省
略
し
た
。

＊
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
書
簡
の
閲
覧
お
よ
び
翻
刻
掲
載
に
つ
い
て
は

立
命
館
大
学
図
書
館
、
雑
誌
の
閲
覧
お
よ
び
図
版
の
掲
載
に
つ
い
て

は
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料

セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
書
簡

翻
刻
に
あ
た
り
、
山
本
和
明
氏
、
池
澤
一
郎
氏
、
青
田
寿
美
氏
か
ら

御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
ふ
く
い
・
た
つ
ひ
こ
上
智
大
学
准
教
授
）

（
お
お
ぬ
き
．
と
し
ひ
こ
早
稲
田
大
学
院
生
）

七
○


